
平成26年度　武蔵野市　市民活動団体等との事業実施状況調査　

事業数一覧表（事業実施の分野・事業実施の形態別）

調査対象課　　53課

調査基準日：平成27年3月31日 うち、市民活動団体等との事業を実施している課 26課

調査期間：平成27年4月9日～5月11日 うち、市民活動団体等との事業を実施していない課 27課

１．事業実施の分野・事業実施の形態別　事業数一覧表

1 2 3 4 5 6 7 8 9

委託 共催 後援
実行委員
会・協議
会

事業協
力

補助・助
成

企画立
案への
参画

情報提
供・情報
交換

その他
協賛な
ど

計

1
保健・医療・福祉の
増進 11 3 1 4 1 20

2 社会教育の推進 2 2 3 1 8

3 まちづくりの推進 6 4 10

4 観光の振興 0

5
農山漁村又は中山間
地域の振興 0

6
学術・文化･芸術・
スポーツの振興 5 5 1 1 12

7 環境保全 7 2 2 1 12

8 災害救援 1 1

9 地域安全 1 4 5

10
人権擁護・平和の
推進 1 1 1 3

11 国際協力 1 1

12
男女共同参画社会
の形成の促進 2 1 3

13 子どもの健全育成 12 1 1 1 9 24

14 情報化社会の発展 0

15 科学技術の振興 0

16 経済活動の活性化 1 1

17
職業能力開発・雇用
機会拡充の支援 0

18 消費者保護 1 1 1 3

19
1～18の活動を行う団
体への支援 1 1 2

20
1～19の活動に準ずる
もの 0

21
1～20に該当しないも
の 1 1

合計 47 15 0 4 7 30 1 0 2 106

２．過去の調査結果

平成17年度：62事業　15課 平成22年度：105事業　24課

平成18年度：74事業　17課 平成23年度：102事業　24課

平成20年度：87事業　18課 平成24年度：98事業　24課

平成21年度：100事業　19課 平成25年度：94事業　24課

形 態 

分 野 



平成26年度　武蔵野市　市民活動団体等との事業実施状況調査結果　事業一覧（事業の分野別）

1.保健・医療・福祉の増進 分野別事業数　20件

番号 事業名 目的及び事業内容 事業実施形態 事業の相手（団体名） 所管課名

1 声の市報制作
市報の主な内容を朗読した音声版市報「声の市報」を制作し、視覚障害者（希望者）に
配布する。平成26年度は24回発行した。

1.委託 朗読奉仕の会むさしの 秘書広報課

2 テンミリオンハウス事業

地域の社会資源（人材や建物）を有効に活用し、地域において生活支援や見守り、社会
とのつながりを維持する必要のある方へ、地域の実情に応じた福祉サービスを提供す
る市民等の共助の取組に対して、市が年間1000万円を上限とした運営費の補助金と、
活動場所の無償貸与等の支援を行う。運営団体は公募し、事業採択・評価委員会で事
業採択の可否、運営内容に応じた補助金額の審議を行う。平成26年度は、7施設（7団
体）が実施した。

6.補助･助成

グループ萩の会、グループ撫子、
グループ萌黄、ゆう３、特定非営利
活動法人パーソナル・ケア吉祥
寺、特定非営利活動法人ワーカー
ズコープ、特定非営利活動法人
ワーカーズどんぐり

高齢者支援課

3 シルバースポーツ大会
高齢者に対しスポーツ活動を普及し、健康増進と交流を図るため、市内在住の60歳以
上の方が参加するスポーツ大会を実施。市内を地区別で４つに組分けし、様々な運動
競技で対抗戦を行う。

2.共催 武蔵野市老人クラブ連合会 高齢者支援課

4 友愛訪問事業

９月15日現在75歳以上の方を対象に、長寿をお祝いして、９月上旬頃に武蔵野市赤十
字奉仕団が該当者宅を訪問し、市からお祝いのメッセージをお届けし、記念品等の配布
や声かけを行う。必要に応じて武蔵野市赤十字奉仕団から在宅介護支援センターや民
生委員とつなぐ、地域における重要な相談窓口のひとつとなっている。

2.共催 武蔵野市赤十字奉仕団 高齢者支援課

5 敬老福祉の集い
9月15日現在75歳以上の方を対象に、長寿をお祝いする式典・イベントを、武蔵野市民
文化会館を会場に10月上旬頃に実施する。

2.共催 武蔵野市赤十字奉仕団 高齢者支援課

6 高齢者食事学事業

市内在住の50歳以上の方などを対象に、正しい食習慣の啓発・普及活動として、市協
力栄養士による料理講習会（「生活習慣病予防料理講習会」、「介護者のための料理講
習会」、「男性のための料理講習会」、「地域会食会・栄養相談会」）、講演会を実施す
る。講習会修了者による自主グループ立ち上げ・運営も支援する。

1.委託 高齢者食事学研究会 高齢者支援課

7 引きこもりサポート事業

社会生活を円滑に営む上で困難を有する若者に個別に働きかけ、具体的な支援につな
げるための支援及びその家族への支援を行う。また、地域での普及・啓発を実施。平成
26年度は、相談支援、ワークショップ、教育･啓発活動、社会資源活用によるネットワー
クづくり等のほか、引きこもりの理解を深めるためのフォーラムを開催した。

1.委託 特定非営利活動法人それいゆ 障害者福祉課

8
精神障害者地域生活支援
事業

精神障害者が地域で安心して自立した日常生活及び社会生活を営むことができるよう、
日常生活の支援、相談･助言、地域交流活動などを実施する。

1.委託 特定非営利活動法人ミュー 障害者福祉課

9 精神保健福祉啓発事業
精神障害について一般市民の理解を深め、精神障害を持つ人々が地域で暮らしやすい
まちづくりを目的に、市民向けの精神保健福祉講演会を開催する。

1.委託 特定非営利活動法人ミュー 障害者福祉課
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平成26年度　武蔵野市　市民活動団体等との事業実施状況調査結果　事業一覧（事業の分野別）

1.保健・医療・福祉の増進 分野別事業数　20件

番号 事業名 目的及び事業内容 事業実施形態 事業の相手（団体名） 所管課名

10
市民こころの健康支援事
業

メンタルヘルスについての正しい情報を伝えるため、精神保健福祉士による面接･電話
相談、市民向けの啓発講座、学校や職場、市民団体などに出向いての啓発講座を実施
した。

1.委託 特定非営利活動法人ミュー 障害者福祉課

11
精神ホームへルパー養成
研修

精神障害者のニーズに対応した適切なホームヘルプサービスを提供するため、精神保
健福祉に関する専門知識を有するホームヘルパーを養成する。

1.委託 特定非営利活動法人ミュー 障害者福祉課

12
中途失聴･難聴者のため
の手話講習会事業

中途失聴者及び難聴者の手話技術の習得を図ることを目的に、中途失聴･難聴者のた
めの手話講習会を実施する。

6.補助･助成 中途失聴･難聴者の会「むさしの」 障害者福祉課

13 日常生活訓練事業
障害者の余暇活動及び社会参加を促進することを目的に、障害者の日常生活訓練事
業（サマーキャンプおよびスキーキャンプ）を実施する団体を支援する。

6.補助･助成
公益財団法人東京YMCAあおぞら
の会

障害者福祉課

14
地域活動促進事業（ス
ポーツ活動）

在宅の心身障害者の地域での余暇活動と居場所づくりの支援のため、毎月、原則第2・
4土曜日に水泳活動を行う。

1.委託
武蔵野市障害児水泳クラブ　　い
るか

障害者福祉課

15
地域活動促進事業（文化
活動）

在宅の心身障害者の地域での余暇活動と居場所づくりの支援のため、原則第1・3土曜
日に、地域における在宅の心身障害者を対象とし、文化活動（絵画・押し花・読書・ミニ
コンサート等）を行う。

1.委託 ふれあいくらぶ 障害者福祉課

16
障害者日中活動系サービ
ス推進事業補助

障害福祉サービスの利用者の福祉の向上を図るため、市内の障害者総合支援法に規
定するサービス事業所の運営費の補助を行う。各施設では、利用者が自立した日常生
活をおくれるよう、就労の機会や訓練の場などを提供する他、一般就労と希望する方へ
の就労支援・職場定着支援を行っている。

6.補助･助成
特定非営利活動法人ゆうあいセン
ター、特定非営利活動法人ミュー

障害者福祉課

17
高齢者等民間賃貸住宅入
居支援事業

民間賃貸住宅への入居に困窮している高齢者、障害者及びひとり親世帯等が住み慣
れた地域で暮らし続けることができるよう、高齢者、障害者及びひとり親世帯等に対する
民間賃貸住宅入居支援相談会と、不動産事業者・不動産所有者向けのセミナーを実施
した。

5.事業協力
公益社団法人東京都宅地建物取
引業協会武蔵野中央支部

住宅対策課

18
難聴・言語障害学級運営
事業

難聴学級を円滑に運営するために、難聴生徒へ授業内容等を要約筆記する。
9.その他 協賛
など

要約筆記サークルむさしの 教育支援課

19
難聴・言語障害学級運営
事業

難聴学級の児童･生徒に対し、入学式、卒業式、卒業生の話を聞く会、合唱コンクール
においてパソコン要約筆記によりＰＳＰ配信及びスクリーン投影を行う。

1.委託 ＰＣ要約筆記ユニット．アルファー 教育支援課

20 声の市議会だより制作
視覚障害者へ市議会活動内容等の情報を提供するため、市議会だよりの主な内容を
録音し、視覚障害者（希望者）に個別配布する。平成26年度は4回発行した。

1.委託 朗読奉仕の会むさしの 議会事務局
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平成26年度　武蔵野市　市民活動団体等との事業実施状況調査結果　事業一覧（事業の分野別）

2. 社会教育の推進を図る活動 分野別事業数　8件

番号 事業名 目的及び事業内容 事業実施形態 事業の相手（団体名） 所管課名

21 モーニングコンサート
託児付で音楽鑑賞の機会を提供することで、子育て中の方の積極的な生涯学習への
参加を促進する。年に2回、市内のライブハウスで託児付コンサートを実施する。

1.委託
特定非営利活動法人保育サービ
スひまわりママ

生涯学習スポーツ課

22 サイエンスフェスタ

子どもたちに身近な科学の不思議と面白さを体験することで理科への関心と学ぶ意欲
を高めてもらい、合わせて武蔵野市の理科教育の更なる発展を図るため、土曜学校「サ
イエンスクラブ」の受講生（小学5年生～中学1年生）や市立小中学校教員、地域の大
学・企業･市民団体等による体験型実験ブースの展示・実演を行う。

2.共催
むさしのサイエンスフェスタ実行委
員会

生涯学習スポーツ課

23
生涯学習事業プロポーザ
ル

生涯学習活動団体が、団体構成員のための活動にとどまらず、広く市民に向けて武蔵
野市らしさを活かした生涯学習の場を提供するために、「武蔵野市らしさを活かした生涯
学習事業」として、武蔵野市の歴史・文化・自然を学ぶ講座・フィールドワーク、市にゆか
りの人物（文化人・アーティスト等）やテーマによる講演会・シンポジウム等の企画提案
を募集。事業開催のための費用負担や会場確保や広報など必要な支援を行い、教育
委員会との共催で事業を実施。

1.委託
特定非営利活動法人高齢者の音
楽を考える会

生涯学習スポーツ課

24
武蔵野市子どもスポーツ
団体支援事業費補助金事
業

主に市内で活動し、及び構成員の半数以上を市民とする社会教育関係団体が実施す
る、主に市内に在住し、又は在学する満19歳以下の子どもを対象とした文化・スポーツ・
体験活動事業に要する経費の全部又は一部を武蔵野市が補助することにより、団体が
日頃の活動では取り組むことが難しい事業の実現を図る。本市「子ども文化・スポーツ・
活動体験基金」を原資とした公募型補助事業で、1団体1事業50万円上限とする。

6.補助･助成
武蔵野青少年柔道会、武蔵野市
バレーボール連盟

生涯学習スポーツ課

25
図書館　障害者サービス
事業（音声対応）

障害のある方であっても普通に（障害なく）図書館サービス・資料提供を受けられるよう
にするため、録音図書作成、対面朗読サービス、個人資料作成（プライベートサービ
ス）、情報資料作成を行う。音訳技術の向上のためのボランティア向け研修と、ボラン
ティア養成講座（隔年）を実施。

5.事業協力 武蔵野市立図書館朗読奉仕の会 図書館

26
図書館　障害者サービス
事業（点字対応）

障害のある方であっても普通に（障害なく）図書館サービス・資料提供を受けられるよう
にするため、蔵書タイトルなどの点訳を行う。

5.事業協力 六実会 図書館

27 おはなし会
子どもたちに本の楽しさを知ってもらうため、素話、絵本の読み聞かせ、紙芝居、パネル
シアター、工作、折り紙を行う。市立図書館3館において、月1回おはなし会のほか、年1
回の「としょかんこどもまつり」においてもおはなし会を実施する。

5.事業協力 むさしのおはなし語ろう会 図書館

28 文庫活動助成事業 市民に図書館資料の魅力を紹介することを目的に、講座や講演会を実施する。 2.共催 武蔵野市文庫連絡会 図書館
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平成26年度　武蔵野市　市民活動団体等との事業実施状況調査結果　事業一覧（事業の分野別）

3. まちづくりの推進を図る活動 分野別事業数　10件

番号 事業名 目的及び事業内容 事業実施形態 事業の相手（団体名） 所管課名

29
コミュニティ協議会活動補
助事業

市民による自主的なコミュニティづくりを支援するため、コミュニティセンター（コミセン）の
管理運営を行うコミュニティ協議会の活動に要する経費を補助する。コミセンを拠点とし
て、「自主参加」「自主企画」「自主運営」という「自主三原則」に基づき、コミュニティ協議
会が地域のコミュニティづくりのための様々な活動を行っている。

6.補助･助成 各コミュニティ協議会（16協議会） 市民活動推進課

30 市民活動促進事業

市民活動を推進するため、団体に関する情報提供や活動している人々の紹介をするこ
とで、市民へのきっかけ作り、団体同士の連携を推進する。市民活動の促進、裾野の拡
大につながる講座、団体の交流を促進するイベントを実施するほか、フェイスブック・ブ
ログ運営による情報提供を行う。平成26年度は講座等を4回実施した。

1.委託
特定非営利活動法人モンキーマ
ジック

市民活動推進課

31 地域貢献活動推進事業

シニア層を含めたすべての市民が、地域の事に関心を持ち、地域における様々な活動
を行いやすくなるように、地域での人脈をつくってもらうきっかけとする。また、これまで
地域で活動していなかった人々が活動することで地域活性化にもつなげることを目的と
する。50歳以上をメインターゲットに、参加者同士で交流できるようなイベントを実施す
る。平成26年度は交流会・ウオーキングイベント等を6回実施した。

1.委託 シニアネットむさしの 市民活動推進課

32 武蔵境ピクニック

武蔵境南北の市民交流と地域活性化により住みよいまちづくりをすすめるため、武蔵境
駅舎・広場・街づくり協議会（駅場協）、境・境南地域の青少年問題協議会地区委員会・
地域社会福祉協議会・コミュニティ協議会等の会員から選出された人が実行委員として
参加している実行委員会によるイベントに側面支援を実施。イベントの内容は、①スタン
プラリーショッピング②市民団体、小学校、大学による合唱・吹奏楽・ダンス等のステー
ジ上での催し物③各国料理等の模擬店。

6.補助･助成 武蔵境ピクニック実行委員会 武蔵境開発事務所

33
分譲マンション管理セミ
ナー事業

分譲マンションの管理組合の役員、区分所有者を対象に分譲マンションの維持管理に
ついて、正しく理解を促し、快適、安全に住み続けることができるようにするため、専門
家や管理組合経験者による講演、体験談などのセミナー、マンション入居者同士での交
流の場を設け、マンションの管理上の問題等に対する情報提供、管理組合の交流・情
報交換を行う。平成26年度は1回実施した。

1.委託
特定非営利活動法人マンション管
理支援協議会

住宅対策課

34
分譲マンション管理無料相
談会

分譲マンションの管理組合の役員、区分所有者を対象に分譲マンションの維持管理や
建替えに関する諸問題について、専門家に気軽に相談できる無料相談会を開催し、マ
ンションの管理上の問題の解決を図る。平成26年度は3回実施した。

1.委託

一般社団法人首都圏マンション管
理士会東京たまむさしの支部、一
般社団法人東京都建築士事務所
協会北部支部

住宅対策課
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平成26年度　武蔵野市　市民活動団体等との事業実施状況調査結果　事業一覧（事業の分野別）

3. まちづくりの推進を図る活動 分野別事業数　10件

番号 事業名 目的及び事業内容 事業実施形態 事業の相手（団体名） 所管課名

35
分譲マンションアドバイ
ザー派遣事業

市内の住環境の向上に寄与することを目的として、分譲マンションの管理組合等に対
し、分譲マンションアドバイザーを派遣し、分譲マンションの維持管理、改修、建替え等
に関する相談、説明等を行う。①分譲マンションの維持管理に関する講座②分譲マン
ションの維持管理に関する相談③分譲マンションの改修、建替え等に関するアドバイス
について、管理組合よりの依頼に応じてアドバイザーを派遣する。平成26年度は4回派
遣した。

1.委託

一般社団法人首都圏マンション管
理士会東京たまむさしの支部、一
般社団法人東京都建築士事務所
協会北部支部

住宅対策課

36
良質な住まいづくり活動助
成事業

良質な住まいづくりに結びつく自主的かつ公益的な活動を行う団体に対し、その活動に
要する費用の一部を助成することにより、団体の活動の健全な発展を促進し、良好な住
宅及び住環境の形成を図ることを目的とする。助成対象活動に要する費用のうち、講演
会、講習会、相談会及び見学会の運営に要する経費（助成対象活動を行う団体の人件
費及び事務所の維持管理に要する経費を除く）について補助を実施。１団体につき年間
10万円が限度。

6.補助･助成

住まいのよろず相談運営委員会、
むさしの・住まいのよろず相談実
行委員会、武蔵野市マンション管
理士の会

住宅対策課

37
分譲マンション耐震化支援
事業

分譲マンションの安全性の確保・向上を図り、もって災害に強い安全なまちづくりを進め
ていくことを目的として、昭和56年5月31日以前に着工された分譲マンションに対し、技
術者を派遣し、相談業務と簡易診断を実施。相談業務が3回まで、簡易診断が1回まで
無料。平成26年度は、相談5回、簡易診断2回に対応。

1.委託
特定非営利活動法人耐震総合安
全機構

住宅対策課

38 住替え支援事業

住替えに係る総合相談、JTI（移住・すみかえ支援機）によるマイホーム借上げ制度との
連携事業、広報事業、調査事業等に要する経費の一部を補助することにより、武蔵野
市内にある住宅の有効活用を促進する。市民のライフステージに応じた住替えを支援
し、高齢者の生活の利便性の向上、市内子育て世代の増加、空き家増加の防止等を目
指す。

6.補助･助成 一般財団法人武蔵野市開発公社 住宅対策課

6. 学術、文化、芸術又はスポーツの振興を図る活動 分野別事業数　12件

番号 事業名 目的及び事業内容 事業実施形態 事業の相手（団体名） 所管課名

39 さつき展の開催
市民にさつきを鑑賞する機会を提供し、緑化の普及及び啓発の推進を図るため、年1
回、武蔵野さつき会会員の作品展示を行う。

2.共催 武蔵野市さつき会 緑のまち推進課

40 菊花展の開催

市民に菊を鑑賞する機会を提供し、緑化の普及及び啓発の推進を図るため、武蔵野市
千秋会会員並びに一般の菊花作品を展示し、「競技花厚物」・「競技花管物」・「厚物」・
「管物」・「だるま厚物」・「だるま管物」・「盆栽」・「切花」・「嵯峨」・「福助」・「小懸崖」・
「ドーム菊」・「一本立菊」のそれぞれの部門で、受賞作品を決定する。入賞作品につい
ては、市役所1階ロビーでの展示も行う。

2.共催 武蔵野市千秋会 緑のまち推進課
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平成26年度　武蔵野市　市民活動団体等との事業実施状況調査結果　事業一覧（事業の分野別）

6. 学術、文化、芸術又はスポーツの振興を図る活動 分野別事業数　12件

番号 事業名 目的及び事業内容 事業実施形態 事業の相手（団体名） 所管課名

41 東洋蘭展の開催
市民に蘭を鑑賞する機会を提供し、緑化の普及及び啓発の推進を図るため、武蔵野蘭
友会の会員による東洋蘭の展示を毎年3月に大屋クリニック内・杉の樹ホールにて行
う。

2.共催 武蔵野蘭友会 緑のまち推進課

42
土曜学校「こども茶道教
室」

学校週5日制の実施にあわせ、「生涯学習のきっかけづくり」の場として、体験活動を中
心とするプログラムを展開し、茶道教室を行う。

1.委託 武蔵野市茶道連盟 生涯学習スポーツ課

43 市民文化祭
芸術文化活動にいそしむ市民に、創造と発表の機会を提供し、併せて市民相互の交流
を深めることを目的として、市民による手づくりの文化祭を実施する。

1.委託 武蔵野市民芸術文化協会 生涯学習スポーツ課

44
むさしのばやしチビッコ教
室笛教室

むさしのばやし保存継承のため、むさしのばやしチビッコ教室で3年間以上教室を受講し
た受講生の中から、希望者を募り、笛の演奏の指導を行う。

2.共催 むさしのばやし保存会 生涯学習スポーツ課

45 音楽団体育成事業

音楽活動に参加したい市民を広く受け入れる環境を維持すると同時に、市民に良質な
音楽を聴く機会を提供するため、武蔵野市民交響楽団に対し、市民向けの定期演奏会
及び中学生団員や高齢者等の初心者や経験の浅い団員のための指揮者・指導者派
遣、貸与楽器の補修などを行う。

2.共催 武蔵野市民交響楽団 生涯学習スポーツ課

46 市立体育施設の管理運営
先駆的なサービスを開発・実施するとともに、サービスの向上及びコスト削減を進めるこ
とを目的として管理運営を委託している。市立体育施設の管理のほか、体育施設の貸
出、各種スポーツ大会・教室等・各種野外活動事業を行う。

1.委託
公益財団法人武蔵野生涯学習振
興事業団

生涯学習スポーツ課

47 四中温水プール開放事業
市立第四中学校の温水プールの一般開放時に、水質などのプール管理および監視業
務を行い安全性の確保に努める。

1.委託
公益財団法人武蔵野生涯学習振
興事業団

生涯学習スポーツ課

48 体育協会運営補助
市内の競技スポーツ及びレクリエーションスポーツを振興し、市民の心身の健全な発達
と明るく豊かな市民生活の形成のため、協会加盟団体による各種大会等（体育協会事
業及び市民体育大会事業）実施に要する経費を補助する。

6.補助･助成 武蔵野市体育協会 生涯学習スポーツ課

49 武蔵野市早朝野球大会
市内の競技スポーツを振興し、市民の心身の健全な発達と明るく豊かな市民生活の形
成のため、市内野球チーム（成人対象）による早朝大会を開催する。

5.事業協力 武蔵野市早朝野球連盟 生涯学習スポーツ課

50 武蔵野市少年野球大会
市内の競技スポーツを振興し、市民の心身の健全な発達と明るく豊かな市民生活の形
成のため、市内少年野球チームによる大会を開催する。

1.委託 武蔵野市少年野球連盟 生涯学習スポーツ課
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平成26年度　武蔵野市　市民活動団体等との事業実施状況調査結果　事業一覧（事業の分野別）

7. 環境の保全を図る活動 分野別事業数　12件

番号 事業名 目的及び事業内容 事業実施形態 事業の相手（団体名） 所管課名

51 むさしの環境フェスタ
市民の環境配慮行動（意識）の増進を目的として、環境に関する啓発や学習機会を提
供するため、市民団体や事業者、教育機関による展示や小学生の自由研究作品の展
示、その他環境に関する催し等を実施する。

7.企画立案へ
の参画

クリーンむさしのを推進する会、マ
イボトル・マイカップキャンペーン武
蔵野市民の会、武蔵野の森を育て
る会、等　出展団体29団体

環境政策課、ごみ総合対
策課、クリーンセンター、
下水道課、緑のまち推進
課

52
クリーンむさしのを推進す
る会活動事業費補助

全市的なネットワークと参加者を擁する環境市民団体「クリーンむさしのを推進する会」
の環境保全に関する活動に対して、補助金を交付することで、市民によるごみ減量及び
環境保全に関する取り組みを支援する。同団体は、生ごみ減量・啓発事業、使い捨て容
器削減・リユース食器の普及、古紙・雑紙リサイクル（集団回収）、ごみ減量へむけた市
民集会の開催、広報紙発行、などを行っている。

6.補助･助成 クリーンむさしのを推進する会 ごみ総合対策課

53 ごみ減量協働事業

ごみ減量に対する市民の意識向上及び主体的な取り組みの促進を目的として、市民・
市民団体に、イベントをとおしてのごみ分別指導・分別案内所の運営・ごみ減量情報紙
等の配布を協働事業として委託している。平成26年度は、桜まつり・青空市におけるご
み分別指導、転出入の多い時期に「ごみ分別案内所」を開設、ごみ減量情報紙の全戸
配布を実施した。

1.委託 クリーンむさしのを推進する会 ごみ総合対策課

54
新クリーンセンターオープ
ンハウス

新クリーンセンターの建設を周知し、ごみやクリーンセンターに関心を持ってもらうことを
目的として、ごみを題材としたアートイベント、おもちゃの交換会、新クリーンセンターの
紹介展示や工事現場見学会などを実施した。

2.共催

TERATOTERA（東京都、公益社団
法人東京都歴史文化財団、一般
社団法人Ongoing。一般社団法
人、公益社団法人、東京都の協働
プロジェクト）

クリーンセンター

55
武蔵野クリーンセンター運
営協議会環境イベント

クリーンセンターの運営について市民の理解を得ることと、武蔵野クリーンセンター運営
協議会の活動を周知するため、また、クリーンセンターの建て替えについて周知するた
め、イベントを実施。実行委員会を組織し、市とクリーンセンター運営協議会による共同
企画として、NPOや運協委員、市職員が来場者に対して各種の環境に関する環境学習
の場を提供した。ワークショップや子どもが楽しめる各種イベントのほかクリーンセン
ターの見学を実施した。

1.委託
武蔵野自然塾、おもちゃドクター、
なおやマン、クリーンむさしのを推
進する会、等

クリーンセンター

56
農業ふれあい公園運営管
理委託

都市に潤いを与える緑の空間として、農の歴史と文化にふれられる新たな緑の拠点と
なる農業ふれあい公園では、市民が楽しみながら都市農業に対する理解を深めること
のできる交流の場として、農業体験教室の運営及びイベント、ＰＲ等、啓発活動を行う。
市民協働による運営により、市民ニーズを反映した、適正かつ柔軟で弾力的な公園の
運営管理を目指す。4月から1月までの10カ月間、農業指導員により概ね月2回の農業
体験教室を開催し、同じカリキュラムのもと、春夏野菜作り体験を通して身近な公園で土
に触れ、農業に対する理解を深める。

1.委託
特定非営利活動法人武蔵野農業
ふれあい村

緑のまち推進課
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平成26年度　武蔵野市　市民活動団体等との事業実施状況調査結果　事業一覧（事業の分野別）

7. 環境の保全を図る活動 分野別事業数　12件

番号 事業名 目的及び事業内容 事業実施形態 事業の相手（団体名） 所管課名

57 緑の市民講座の開催

樹木草花などに親しむ機会を設け､緑に対する関心を深めるとともに緑に関する知識及
び技術を広く市民に普及し、市内の緑の保全・緑化推進に資する事を目的として、市民
講座を開催する。オープンガーデン、病害虫講座など年4回実施。材料費の実費は受講
者の自己負担。

1.委託
特定非営利活動法人グリーンワー
クス

緑のまち推進課

58
むさしの自然観察園維持
管理委託

「むさしの自然観察園」の運営として、昆虫等の飼育や植物の繁殖、来園者の対応を行
うとともに、自然観察会や自然観察教室を開き、市民の環境学習を推進する。また、公
園緑地の各ビオトープと連携し、市内に多様な生物が生息する環境づくりを進める。

1.委託
特定非営利活動法人武蔵野自然
塾

緑のまち推進課

59
森林整備啓発事業委託
（二俣尾・武蔵野市民の
森）

二俣尾・武蔵野市民の森の保全と活用を通し、広く水源涵養、大気・国土保全、生態系
保全といった自然環境に対する理解・啓発を目的として、自然観察や森林の恵みを楽し
みながら、年5回の自然観察会、ウォーキングイベントを行う。

1.委託
特定非営利活動法人武蔵野自然
塾

緑のまち推進課

60
緑ボランティア団体との共
催・支援イベント事業

市と協定を結んでいる緑ボランティア団体によるイベント事業を通じ、市民の緑に対する
理解と啓発を図ることを目的に、公園を拠点とした各種イベント・お祭りの支援等を行
う。

2.共催
M's　Gardenみどりの食いしん坊、
もりもり森クラブ、生きものばんざ
いクラブ、ほか

緑のまち推進課

61
武蔵野市緑ボランティア団
体事業助成

市と協定を結んだ、市立公園等を拠点として緑の保全、緑化推進及び公園等の維持に
関するボランティア活動を行っている団体（緑ボランティア団体）の活動の発展を促し、
その団体事業経費の一部を助成する。助成金の額は、助成事業に必要と認めて算定し
た額とし、１団体あたり20万円を限度とする。

6.補助･助成
M's　Gardenみどりの食いしん坊、
もりもり森クラブ、生きものばんざ
いクラブ他、計24団体

緑のまち推進課

62 学校緑化支援事業
校庭芝生化がなされている第一小学校・第三小学校・境南小学校・第三中学校に対し
て、芝生の維持管理体制作りや、適切な運営・活用のアドバイスを行う。

1.委託
特定非営利活動法人21世紀緑化
研究会

教育企画課

8. 災害救援活動 分野別事業数　1件

番号 事業名 目的及び事業内容 事業実施形態 事業の相手（団体名） 所管課名

63
避難所運営組織による避
難所開設・運営訓練に対
する支援事業

「災害時は自助・共助・公助の連携」が重要なことから、各地域の避難所運営組織の活
動を積極的に支援する。各避難所運営組織（10団体）が実施する会議、訓練企画、防災
訓練、地域に対する防災知識の啓発活動に対して、職員の派遣、事例の紹介、物品の
提供・貸与、資料の作成などを実施する。

9.その他 協賛
など

境南地域防災懇談会、大野田地
域防災の会などの避難所運営組
織（自主防災組織）

防災課
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平成26年度　武蔵野市　市民活動団体等との事業実施状況調査結果　事業一覧（事業の分野別）

9. 地域安全活動 分野別事業数　5件

番号 事業名 目的及び事業内容 事業実施形態 事業の相手（団体名） 所管課名

64 地域安全パトロール

地域住民のきめ細かいパトロールにより、まちの犯罪を防ぎ、子どもたちの安全を確保
する。武蔵野市市民安全パトロール隊（有償ボランティア）が徒歩または自転車で地域
をきめ細かくパトロールを実施。また、学校の登下校や夜間パトロールなどを行い、不審
者を見かけたときは110番通報をするなどの対応をとる。各地域においては自主防犯パ
トロ－ル団体（警察の協力団体）が、通学路周辺のパトロールや子どもたちの見守りを
行う。

6.補助･助成
武蔵野市市民安全パトロール隊、
自主防犯パトロール団体（14団体）

安全対策課

65
環境浄化対策事業　地域
の環境浄化

環境浄化特別推進地区の善良な風俗を維持し、良好な環境を確保するため、環境浄化
特別推進地区内の地域住民や商業者団体等が、環境浄化特別推進地区道路の維持
管理を実施する。

6.補助･助成 ベルロード維持管理協議会 安全対策課

66
環境浄化対策事業　安心・
安全なまちづくり

武蔵野市の防犯力を高め、安全・安心なまちづくりを目指すため、市・警察・防犯協会・
安全パトロール隊等が連携・協力し各種防犯及び青少年の非行防止と健全育成に係る
諸活動を実施する。

6.補助･助成 武蔵野防犯協会 安全対策課

67 地域猫対策協働事業
生活公害となる糞尿被害や鳴き声に対する改善をはかり、人と猫が快適に共生するま
ちづくりへ寄与するため、①飼主のいない猫の不妊去勢手術費用の一部助成②年2回
の猫の譲渡会③市の行事に参加して地域猫活動のＰＲ、などを行う。

6.補助･助成 むさしの地域猫の会 環境政策課

68 災害時要援護者対策事業

災害時に、家族などによる援助が困難で、何らかの助けを必要とする高齢者や障害者
（要援護者）が、居住している地域で安否確認を受けられるしくみを整える。震度5弱以
上の地震等災害が発生した場合、支援者は予め担当している要援護者の安否確認を
行い、その結果を地域社協へ報告する。平成23年度に市内全域で体制が整備された。
災害対策基本法が改正されたことを受け、平成26年度より事業の見直しを行っている。

2.共催
社会福祉法人武蔵野市民社会福
祉協議会、地域福祉活動推進協
議会

地域支援課
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平成26年度　武蔵野市　市民活動団体等との事業実施状況調査結果　事業一覧（事業の分野別）

10. 人権の擁護又は平和の推進を図る活動 分野別事業数　3件

番号 事業名 目的及び事業内容 事業実施形態 事業の相手（団体名） 所管課名

69 平和啓発事業

市民に戦争の悲惨さや平和の尊さを伝えるため、平和に関する学習・交流を推進すると
ともに、戦争体験の伝承を継続し、平和啓発事業を推進する。
①憲法月間行事の開催（書道・イラスト作品募集、講演会）②夏季平和事業の開催（パ
ネル展、映画上映、子ども向けイベントなど）③平和の日事業（パネル展、講演会など）
④平和・憲法手帳の発行⑤平和案内板の設置

4.実行委員
会・協議会

武蔵野市非核都市宣言平和事業
実行委員会

市民活動推進課

70 CAPワークショップ

子どもたちが犯罪に対してどのように自分の身を守るかを意識づける「CAPワークショッ
プ（子ども向け）」と、そうした時の子どもたちの反応や心理状態、対応の仕方を理解さ
せるために保護者等に対する「CAPワークショップ（大人向け）」を実施する。市立小学
校の3年生とその保護者を対象に実施。

1.委託

特定非営利活動法人青い空、特
定非営利活動法人CAPユニット、
特定非営利活動法人CAPせたが
や

児童青少年課

71
世界連邦運動協会武蔵野
支部補助金交付事業

世界の恒久平和と人類の福祉増進のため、世界連邦建設運動を推進することを目的と
する。世界連邦建設のために必要な国内及び国際運動、講演会、研修会、懇話会、早
春のつどい等の開催、世界連邦新聞の配布、小中学生への平和思想普及のためのポ
スター及び作文コンクールの開催並びに展示会・表彰式、「平和の道」ウォーキング等を
実施した。

6.補助･助成 世界連邦運動協会武蔵野支部 生涯学習スポーツ課

11. 国際協力の活動 分野別事業数　1件

番号 事業名 目的及び事業内容 事業実施形態 事業の相手（団体名） 所管課名

72 国際交流協会事業補助
市民レベルの国際交流事業を促進し、市民相互の友好及び親善を図るため、運営に要
する経費の一部を補助する。

6.補助･助成
公益財団法人武蔵野市国際交流
協会

交流事業課

10/16



平成26年度　武蔵野市　市民活動団体等との事業実施状況調査結果　事業一覧（事業の分野別）

12. 男女共同参画社会の形成の促進を図る活動 分野別事業数　3件

番号 事業名 目的及び事業内容 事業実施形態 事業の相手（団体名） 所管課名

73
むさしのヒューマン・ネット
ワークセンター事業

男女共同参画施策の推進のため、母親講座、男女平等参画条例講座、出生前診断講
座等各種講座を企画し実施する。男女共同参画推進団体相互の理解・連携を深める懇
談会も開催する。

1.委託 むさしの男女共同参画市民協議会 市民活動推進課

74 男女共同参画週間事業

男女共同参画週間（毎年6月23日から29日までの1週間）に合わせ、市民及び市民団体
による実行委員会を設置し、普及啓発と市民団体のネットワークづくりを目的に「武蔵野
市男女共同参画フォーラム」を実施する。平成26年度は、講演会・講座・上映会・パネル
展示を実施した。

1.委託
武蔵野市男女共同参画週間事業
実行委員会

市民活動推進課

75
男女共同参画推進団体活
動補助事業

男女共同参画推進団体が行う男女共同参画社会の実現にむけた公開講演会などの活
動に対して、その経費の一部を補助することで、団体の活性化及び施策の効果的な推
進を図る。1団体1回5万円を上限とする。

6.補助･助成
武蔵野市男女共同参画推進団体
に登録している団体（平成26年度
は6団体に交付）

市民活動推進課

13. 子どもの健全育成を図る活動 分野別事業数　24件

番号 事業名 目的及び事業内容 事業実施形態 事業の相手（団体名） 所管課名

76 子育て支援講習会

多様化する子育て支援ニーズに対応するため、地域の保育サービスの担い手を養成す
るための講習会を行う。財団法人女性労働協会が定めるカリキュラムにより、24時間の
全課程を修了した者には修了証書を授与。地域の保育サービスの担い手として関わる
ための基礎知識を学ぶ。「保育の心」「子どもの発達と保育者の関わり」「子どもの遊び」
「小児保護者の基礎知識」等全11コマを6日間にわたり実施。

1.委託
特定非営利活動法人保育サービ
スひまわりママ

子ども政策課

77
子育てひろばボランティア
養成講座

市主催の親子ひろば事業（コミセン親子ひろば・公園親子ひろば・ふたごちゃんみつご
ちゃんのつどい）で活動するボランティアを養成することを目的とする。また、現代の子
育てを取り巻く状況を学び、地域における親子の多様な居場所（ひろば）の必要性を感
じることで、受講者自身が新たな居場所やサークルを創出してみようとする気持ちを促
す。
市主催の親子ひろば事業にボランティア参加するための養成講座と、子育て期におけ
る地域貢献やキャリア形成の視点から子育てひろばボランティア活動について学ぶ講
座を実施。

1.委託
特定非営利活動法人新座子育て
ネットワーク

子ども政策課

78
まちぐるみ子育て応援事
業

地域社会全体で子育て家庭を支えていく気運を醸成し、子育て家庭が心地よく過ごせる
ようにするとともに、商業の活性化を図り、「まちぐるみで子育て家庭を応援するまち武
蔵野」を推進するため、「地域の店舗（企業）、団体、施設、行政などが協働し、まちぐる
みで子育て家庭を応援する事業」を企画提案し、実施する団体に補助金を交付する。平
成25年度に2事業を採択し、平成26年度も引き続き実施した。（先輩ママによるBabycafe
運営事業、本でつながる・ひろがる　武蔵野の子育て支援事業）

6.補助･助成
子どももおとなも楽しむ生活プロ
ジェクト、特定非営利活動法人ぐー
ぐーらいぶ

子ども政策課
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平成26年度　武蔵野市　市民活動団体等との事業実施状況調査結果　事業一覧（事業の分野別）

13. 子どもの健全育成を図る活動 分野別事業数　24件

番号 事業名 目的及び事業内容 事業実施形態 事業の相手（団体名） 所管課名

79 子育てフェスティバル

「親子であそぶ」ことを通じて、親子のリフレッシュを図り、子育ては楽しいものであると
感じてもらえるようなイベントを年1回開催。遊び場の提供、保健相談、救急法講習、栄
養相談、地域の子育て支援関係の施設や団体の取組等の情報を発信（パネル展示、
リーフレット配置）など。また、子育て支援団体等が参加することにより、来場する子育て
家庭が直接団体等の活動に接してもらい、つながってもらう。

4.実行委員
会・協議会

特定非営利活動法人保育サービ
スひまわりママ、特定非営利活動
法人子育て応援スペースとことこ、
子どももおとなも楽しむ生活プロ
ジェクト、特定非営利活動法人ぐー
ぐーらいぶ、特定非営利活動法人
プレーパークむさしの、特定非営
利活動法人いずみの会、わらべう
たの会げっくりかっくり、サニーママ
武蔵野、公益財団法人東京
YWCA、はちコミほんわか隊、公益
財団法人武蔵野市子ども協会、公
益財団法人武蔵野市健康づくり事
業団

子ども政策課

80
すくすく施設事業（すくすく
泉）

多様化するニーズに対応した子育て支援施設を整備し、地域参加による施設運営を行
うことで、地域社会全体による子ども・子育て支援を推進する。平成26年７月に泉幼稚
園跡地を利用した子育て支援施設「すくすく泉」を開設し、子育てひろば事業、一時預か
り事業、グループ保育事業を実施している。

6.補助･助成 特定非営利活動法人いずみの会 子ども政策課

81 小学校給食体験ツアー
食育を通じて家庭の教育力を向上させ、子どもの健全な育ちを実現する。また、小学校
給食の調理風景の見学や学校給食に関する説明、試食等を通じて食事・給食の大切さ
を実感してもらう。平成26年度は2回実施。

5.事業協力
一般社団法人武蔵野市給食・食育
振興財団

子ども政策課

82
病後児保育室ラポール運
営委託

病気の回復期にあるが、家庭で療養することが困難な児童に対し病後児保育事業を実
施することにより、保護者の子育て及び就労の両面を支援し、児童の健全な育成を図る
ことを目的とする。0歳から小3までの市内に住所を有する児童を、施設で保育する。定
員4名。

1.委託
特定非営利活動法人保育サービ
スひまわりママ

子ども育成課

83
緊急待機児対策グループ
保育室運営委託

保育所入所待機児童対策として、賃貸住宅等を活用した緊急待機児対策事業。親の勤
務・病気・介護等の理由により日中の保育に欠ける市内に住所を有する生後57日目か
ら3歳未満の児童を施設で保育する。定員9～18名。基本保育時間は月曜日から金曜
日(祝日、年末年始等を除く)の午前8時から午後5時まで。やむをえない場合は、午前7
時30分から午前8時まで及び午後5時から午後6時30分までの延長保育により対応。平
成26年度は1カ所増設し、合計3施設。

1.委託

特定非営利活動法人保育サービ
スひまわりママ、特定非営利活動
法人子育て応援スペースとことこ、
株式会社すみれ

子ども育成課
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平成26年度　武蔵野市　市民活動団体等との事業実施状況調査結果　事業一覧（事業の分野別）

13. 子どもの健全育成を図る活動 分野別事業数　24件

番号 事業名 目的及び事業内容 事業実施形態 事業の相手（団体名） 所管課名

84 グループ保育事業

保育所入所待機児童対策として、グループ保育室について必要な事項を定め、及びそ
の運営費の一部を補助する。保護者の就労・病気・介護等の理由により日中の保育に
欠ける市内に住所を有する生後57日目から3歳未満の児童を施設で保育する。定員9
から18名。基本保育時間は月曜日から金曜日（祝日、年末年始等を除く）の午前8時か
ら午後5時まで。やむを得ない場合は、午前7時30分から午前8時まで及び午後5時から
午後8時までの延長保育により対応。平成26年度は3施設が新たに開所し、合計7施
設。

6.補助･助成

特定非営利活動法人保育サービ
スひまわりママ、特定非営利活動
法人子育て応援スペースとことこ、
特定非営利活動法人ワーカーズど
んぐり、特定非営利活動法人いず
みの会、株式会社みらい開発研究
所、株式会社エムズライン

子ども育成課

85
認証保育所運営費等補助
金

多様化する保育ニーズに応えるため東京都が認証する保育所に対し、運営経費を補助
する。

6.補助･助成 特定非営利活動法人かっぱの家 子ども育成課

86 保育非営利団体補助金

市内において保育サービス事業を行っている非営利団体に対して、運営費の補助を行
い、安定的な運営を支援することにより、多様な市民ニーズに応じられる団体を育成す
ることを目的とする。非営利団体が活動するための事務所の家賃及び人件費以外の運
営費の2分の1を予算の範囲内で補助する。補助対象となる団体の要件あり。

6.補助･助成
市内に事務所を置く特定非営利活
動法人（平成26年度は1団体）

子ども育成課

87
こどもテンミリオンハウス事
業

地域の福祉団体、地域住民等が地域の人材又は建物を有効に活用し、地域において
生活を支援し、見守り、及び社会とのつながりを維持する必要のある者に対して、地域
の実情に応じて福祉事業を行う。「こどもテンミリオンハウスあおば」で事業実施。
①あひる事業：親同士が仲間作りや情報交換をしたり、スタッフからのアドバイスなどを
受けることができる。乳幼児を中心とした親子が自由に来所して過ごせる場の提供。②
ひまわり事業：一時保育事業③はあと事業…子育て中の親、妊娠中の方の相談事業④
講座・イベント…子育てに関する講座やイベントの開催。
建物の老朽化に伴い平成26年度末で閉館し、事業終了。

6.補助･助成
特定非営利活動法人保育サービ
スひまわりママ

子ども育成課

88
ひとり親家庭ホームヘルプ
サービス事業

義務教育を修了する前の児童がいるひとり親家庭において、修学、就労等又は生活環
境の変化等によって、一時的に家事、育児等の援助を必要とする場合に、ホームヘル
パーを派遣し、生活の安定を図る。【対象】①ひとり親となって2年以内②職業能力開発
施設等へ通学③就職活動等④疾病、冠婚葬祭等⑤小学校3年生以下の児童がいて、
就労等で支障がある【利用時間帯】午前7時から午後10時までのうち、1時間単位で1日
1回2時間以上8時間以内【利用料金】所得別自己負担あり

1.委託

特定非営利活動法人保育サービ
スひまわりママ、特定非営利活動
法人ワーカーズどんぐり、公益社
団法人武蔵野市シルバー人材セ
ンター、株式会社日本介護セン
ター

子ども家庭支援センター

89
産前・産後支援ヘルパー
事業

産前産後期の家庭をサポートし、育児不安や虐待の予防を図る。産前産後の体調不良
のために家事、育児等の支援を必要とする妊産婦のいる家庭に対し、ヘルパーを派遣
して母子の身の回りの世話や家事援助を行う。
【利用限度】母子健康手帳取得後、出産翌日から90日（多胎の場合1年）以内。80時間
（多胎の場合120時間）まで。【利用時間帯】午前8時から午後7時までのうち、1時間単位
で1日4時間まで（年末年始を除く）【利用料金】1時間につき500円

1.委託

特定非営利活動法人保育サービ
スひまわりママ、特定非営利活動
法人ワーカーズどんぐり、株式会
社日本介護センター、公益社団法
人武蔵野市シルバー人材センター

子ども家庭支援センター
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平成26年度　武蔵野市　市民活動団体等との事業実施状況調査結果　事業一覧（事業の分野別）

13. 子どもの健全育成を図る活動 分野別事業数　24件

番号 事業名 目的及び事業内容 事業実施形態 事業の相手（団体名） 所管課名

90 養育支援訪問事業

児童虐待を防止し、当該世帯の適切な養育環境の確保と世帯の養育力の向上に向け
た支援を行うため、児童虐待のおそれや児童の養育に困難があり特に支援が必要な世
帯（若年の妊婦、妊婦健診未受診者、望まない妊娠者、育児ストレス・産後うつ状態等
のある世帯、食事・生活環境等が養育に不適切な状態である世帯、児童養護施設等か
ら児童が復帰した世帯）に対し、家事や育児の援助を行うヘルパーや、養育等に関する
助言・指導を行う保健師等の専門支援員を派遣する。
養育支援計画を作成し、計画に基づいた派遣を行う。／専門的相談支援による派遣
は、1日1回で月2回を限度。／育児及び家事支援による派遣は、1日1回で週2回を限
度。／支援の実施期間は、3か月以内。

1.委託
特定非営利活動法人保育サービ
スひまわりママ、社会福祉士等

子ども家庭支援センター

91 親子棚田体験
家族の絆を深めるとともに、棚田農業が食料生産だけでなく、自然環境保全にも果たす
役割を学ぶ。また農業の楽しさ、大切さを体験する。友好都市・新潟県長岡市の協力を
得て、都会を離れ家族での1泊2日の農業体験（田植え・稲刈り）を実施した。

1.委託 法末営農組合 児童青少年課

92
家族で楽しむ！二俣尾自
然体験

二俣尾・武蔵野市民の森「自然体験館」において、武蔵野市内ではできない自然体験を
実施することで、森林を含む自然環境に対する意識の向上を図る。また家族を対象とす
ることで、事業参加を通して親子の絆を深める。

1.委託
特定非営利活動法人武蔵野自然
塾

児童青少年課

93 プレーパーク事業

子どもたちの感性や生きる力を磨くこと、また、 子どもを通した地域コミュニティの活性
化を促すことを目的として、「土、火、水との触れあい」や「様々な年代との交流」が可能
なプレーパークを境冒険遊び場公園に設置。遊び場スタッフ2名が常駐し、入退場は自
由。開催日：水曜日から日曜日（休園日は月曜・火曜及び8／13～15、12／28～1／4）。
出張プレーパークや夏の水イベント、雪祭り、その他ミニイベント多数開催。

1.委託
特定非営利活動法人プレーパーク
むさしの

児童青少年課

94 中高生リーダー講習会
地域社会の指導者としての役割を担える人材を育成するため、市内在住・在学の中高
生を対象に、養成講座を実施する。講座受講者は、むさしのジャンボリーでのサブリー
ダーや保育体験、地域の様々な活動を行う。

1.委託
特定非営利活動法人武蔵野自然
塾

児童青少年課

95
青少年関係団体バス借り
上げ事業

青少年の健全育成を図るため、青少年関係団体の活動を育成し、及び援助する。子ど
も会やスポーツチーム等の登録団体が、バスを使用して合宿等を行う場合に、そのバス
の使用料の一部を補助する。

6.補助･助成
青少年関係団体登録団体（平成26
年度は30団体に交付）

児童青少年課

96
青少年関係団体講師謝礼
補助

青少年の健全育成を図るため、青少年関係団体の活動を育成し、及び援助する。子ど
も会やスポーツチーム等の登録団体が、外部の講師を招いて、広く一般の子どもを対象
とした、講習会等を実施する場合に、その講師謝礼金の一部を補助する。

6.補助･助成
青少年関係団体登録団体（平成26
年度は4団体に交付）

児童青少年課
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平成26年度　武蔵野市　市民活動団体等との事業実施状況調査結果　事業一覧（事業の分野別）

13. 子どもの健全育成を図る活動 分野別事業数　24件

番号 事業名 目的及び事業内容 事業実施形態 事業の相手（団体名） 所管課名

97
青少年問題協議会・地区
活動事業

広範囲にわたる青少年行政の連絡調整と民間有識者の意見を行政に反映させるた
め、青少年問題協議会を開催する。また、青少年問題協議会で調整された施策を実施
するため、地区委員会活動の推進を図る。青少年問題協議会地区委員会の活動として
は、ジャンボリー、ラジオ体操、地域運動会、地域パトロール、どんど焼きなどがある。

2.共催
青少年問題協議会委員31名、地
区委員12地区1,436名

児童青少年課

98
地域子ども館企画運営会
議

小学生の放課後、土曜日等の安全な居場所を確保し、また、異年齢の交流を通じて全
児童対象の視点で子どもの健全育成を図るため、地域子ども館あそべえ事業の運営方
針、事業計画等を策定し実施する。地域子ども館では、教室開放事業・校庭開放事業・
図書館開放事業・イベント事業を行っている。

6.補助･助成
地域子ども館企画運営会議12地
区

児童青少年課

99 若者サポート事業

人とのつながりや次のステップに踏み出す足がかりを求めている青少年（概ね15～18
歳）に対し、自分の進路を見つける手助けを行うことで、青少年の健全な成長をサポート
し、社会参加や自立につなげていく。市内の公共施設において、日常生活支援（学習支
援含む）を行う場を提供するほか、ニーズに合わせて個別相談、野外活動等を行う。

1.委託
特定非営利活動法人文化学習協
同ネットワーク

児童青少年課

16. 経済活動の活性化を図る活動 分野別事業数　1件

番号 事業名 目的及び事業内容 事業実施形態 事業の相手（団体名） 所管課名

100 武蔵野桜まつり
「住んでよかった　ふるさとは武蔵野」を合言葉に、ふるさと意識の高揚をはかる。むさし
の市民公園を主な会場に、物産販売、パレード、舞台、子ども向けイベントを実施。

4.実行委員
会・協議会

武蔵野桜まつり実行委員会 生活経済課

18. 消費者の保護を図る活動 分野別事業数　3件

番号 事業名 目的及び事業内容 事業実施形態 事業の相手（団体名） 所管課名

101 むさしの青空市

省資源、省エネルギーを提唱する消費者運動の一環として、リサイクルやフリーマー
ケットを実施。また、安全・安心の商品の生産、流通、消費を促進するために、市内や友
好都市の農産物等を販売するほか、消費者の権利の向上や消費者問題の研究、調査
等に取り組む消費者団体と市民、友好都市との交流をはかる。むさしの市民公園を会
場に、参加団体によるリサイクル製品、市内農産物の販売、友好都市の物産販売、特
設ステージを設置して、友好都市との交流のための式典と市民団体による舞台を行う。

2.共催 むさしの青空市実行委員会 生活経済課

102
武蔵野市消費生活展（くら
しフェスタ）

市内消費者団体の活動支援と消費者問題の発信のため、参加団体による活動内容
（研究成果）の発表と展示、消費生活関連の講演などを行う。

4.実行委員
会・協議会

武蔵野市消費生活展実行委員会 生活経済課

103 消費者団体の育成
消費者団体活動の活性化のため、市登録消費者団体が見学会を行う際のバス借上げ
補助を行う。

6.補助･助成 武蔵野市消費者運動連絡会 生活経済課
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平成26年度　武蔵野市　市民活動団体等との事業実施状況調査結果　事業一覧（事業の分野別）

19. 1～18の活動を行う団体の運営又は活動に関する連絡、助言又は援助の活動 分野別事業数　2件

番号 事業名 目的及び事業内容 事業実施形態 事業の相手（団体名） 所管課名

104
特定非営利活動法人補助
金交付事業

武蔵野市に事務所を置く、特定非営利活動法人（以下「団体」という。）が行う公益活動
に要する経費の一部を補助することにより、団体の健全な発展を促進し、公益の増進に
寄与することを目的とする。主に、(１)講演会、シンポジウム、講習会、研修等の開催に
要する経費、(２)調査に要する経費、(３)その他市長が特に必要と認めた経費について、
1団体1事業20万円を上限として補助する。交付団体及び交付額は、3名の外部委員に
よる公開プレゼンテーションと審査会により市長答申・決定する。

6.補助･助成
市内に事務所を置く特定非営利活
動法人（平成26年度は14法人に交
付）

市民活動推進課

105
ひと・まち・情報　創造館
武蔵野プレイスの管理運
営

図書館機能、生涯学習支援機能、市民活動機能、青少年活動支援機能の4つの機能を
併せ持つ「ひと・まち・情報　創造館　武蔵野プレイス」の一体管理を行う。①武蔵野プレ
イス（施設）の管理②施設及び設備の貸出③図書館の運営④講座の実施等による生涯
学習支援⑤講座の実施等による市民活動支援⑥講座の実施等による青少年活動支援
を実施。

1.委託
公益財団法人武蔵野生涯学習振
興事業団

生涯学習スポーツ課

21. 1～20いずれにも該当しない活動 分野別事業数　1件

番号 事業名 目的及び事業内容 事業実施形態 事業の相手（団体名） 所管課名

106
マンガ『わたしたちで考え
る公共施設の未来』制作

将来にわたり、健全な財政運営と市民生活を支える施設サービスの提供を実現するた
めに、学校や文化施設、上下水道、道路などを含めた公共施設の老朽化と更新に関す
る問題の解決に向けた検討を進めている。市民とこの問題を共有し、市民とともに解決
方法を考えていくために、マンガという手法により、幅広い世代に向けた情報発信を行っ
た。季刊むさしの2013年夏号の特集記事を基に、公共施設の現状と問題について、武
蔵野市と包括的連携協力に関する協定を結ぶ亜細亜大学の漫画研究会の協力を得て
マンガ化した。

5.事業協力
亜細亜大学学術文化連合会漫画
研究会

企画調整課

※調査基準日：平成27年3月31日

※調査期間：平成27年4月9日～5月11日

※調査内容：市民活動団体等の専門性を生かして、市と団体等とが連携して実施した事業及び市民活動団体等を対象にした市の事業

※事業の分野及び事業実施の形態については、複数該当する場合でも、主たるものだけをひとつだけ選択

※市及び教育委員会の後援名義使用のみについては回答に含めない
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